










直腸粘膜脱、尖圭コンジローマ、肛門ポリープ、膿皮症、毛巣洞、皮膚湿疹などたくさんの肛門疾患があります。

当科では患者さんの生活の質を第一優先に、できる限り体に負担のかからない治療法を選択したいと考えています。
おしりでお困りの事がございましたら、お一人で悩まずにまずは当科を受診してください。

その他肛門疾患

便失禁の治療

便失禁の原因は肛門を締める筋肉である肛門括約筋の収縮力の低下や分娩時の肛門損傷が主ですが、直腸疾患の術後や炎症性
腸疾患・過敏性腸症候群、脊柱管狭窄症・外傷による脊髄障害、骨盤部の放射治療後なども原因となります。
治療は、まず保存的治療（手術を行わずに薬物・バイオフィードバック療法）を試みます。
それでも症状が改善しない場合は外科治療を考えます。
手術療法としては、従来からの肛門括約筋修復術や順行性洗腸（盲腸皮膚瘻術）、人工肛門造設がありますが、新たな治療法と
して仙骨刺激療法（SNM︓Sacral Neuromodulation）が 2014 年から保険適応となりました。

仙骨刺激療法とは排泄に関連した仙骨神経を継続的に電気刺激することにより、便失禁の症状改善を図る治療法です。

手術は 2 回実施します。1 回目の手術で仙骨孔からリードを挿入、1 ～ 2 週間テスト刺激を行い、効果を確認します。治療効果（便
失禁の回数が半分に減った場合を治療効果ありとします）のあった場合に限り、ペースメーカーのような刺激装置を埋め込み
ます。それぞれの手術は 3 泊 4 日程度の入院が必要となります。


